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渡部　　楓さん
かえで

（平成２８年度 卒業生）

酒のやまや新庄店勤務

ｖｏｌ.４
　真室川校の卒業生は、様々な職業や進学をして多方面

で幅広く活躍をしています。そんな先輩方の思いや後輩

たちへのメッセージをお届けします。

　令和４年４月２８日に厚生労働省から、重症化予防のため４回目接種を速やかに行

えるよう方針が示されました。４回目接種は、今後必要な法令改正を経て開始され

る見込みです。接種券の発送スケジュールや接種日等は、詳細が決まり次第お知ら
せします。

　６０歳未満で②以外の方については、今

回の接種対象となっていませんが、国で

は引き続き様々な情報を収集しながら検

討していくこととされています。

　新型コロナワクチンの接種をすでに３回受けており４回目の接種を希望する方のう
ち、以下のいずれかに該当する方が対象です。

①接種日時点で６０歳以上の方
②１８歳から５９歳までで基礎疾患を有する方
その他重症化リスクが高いと医師が認める方

新型コロナワクチンの4回目接種について

接種の対象者

　１～３回目に接種したワクチンの種類にかかわらず、ファイザー社または武田／モ

デルナ社のワクチンを使用します。

　海外の研究では、３回目接種から４か月以上経過した６０歳以上の方にファイザー製

ワクチンを４回目接種をした場合、オミクロン株流行期において、接種後6週間経過

しても重症化予防効果が低下せず維持されていたと報告されています。

出典：Bar-On YM et al. Protection by a Fourth Dose of BNT162ｂ2 against Omicron in Israel.NEJM.2022.  

使用するワクチン

　３回目の接種から、少なくとも５か月以上経過していること。
接種の間隔

　接種日は、原則として３回目の接種から５か月が経過した方から順番にご案内する
予定です。接種券は接種予定日のおよそ１か月前に郵送しますので、内容をご確認の
うえ必ず返信用はがきを記入して提出してください。日程の詳細は、後日お知らせい

たします。

接種券の発送スケジュール、接種日等

※ワクチンの重症化予防効果について

厚生労働省では、電話相談窓口及びホームページで情報提供を行っています。

☎0120－761－770 ※原則9時～21時（土日祝日も実施）

※厚生労働省のホームページで下記の情報が提供されていますのでご活用ください。
　・接種のお知らせ　・有効性と安全性　・接種実績　・Ｑ＆Ａ　・ワクチンナビ

真室川町福祉課
☎0233－62－3436 又は 0233－62－1525

ワクチンに関する厚生労働省の電話相談窓口

その13真校魅力だより
真室川校の伝統と誇りをつなぐ～全校ボランティア・校歌応援歌練習～

◆全校ボランティア（５月２日(月)）
　この活動は、真室川校生徒会のメインテーマである「地域を愛し地域に生きる」を具現化するた

めに毎年行っています。今年度は全校生徒３４名が、駅エリアを清掃する班と通学路やマラソンコー

スなどの道路周辺をごみ拾いする班に分かれ、町内の環境美化活動を行いました。

～自分の好きなことを仕事にして頑張っています～
　真室川校は少人数のため、先生が生徒一人ひとりの個性をしっ
かり把握して、それを活かす指導やアドバイスなどを親身にして
くれる学校だと思います。私は元々人と話すのが苦手でしたが、
高校に入り先生から｢あなたは接客があっている｣と言われたこと
がきっかけで前向きに考えるようになり、｢あいさつ｣や｢思いや
り｣の大切さなどを学びました。おかげで人と話すことが好きに
なり、すぐに打ち解けることが出来るようになりました。今は自
分でも接客業が合っていると思います。これは先生のおかげです。
　卒業後は、地元に就職して地域に貢献したいと考えていました。
自分の好きなことを仕事にしたいと現在の職場に就職して接客や
品出し、レジやエリアごとの提出書類の作成事務など多岐にわた
って頑張っています。今は昇進試験やワインのソムリエにも挑戦
したいと思っています。
　高校の頃は失敗することも勉強になります。今後の糧になりま
す。難しいことですが、他人に流されず自分の意思を貫き個性を
活かして社会で頑張ってほしいです。

　駅エリア班はホームや通路、跨線橋のクモの巣取り

や清掃を行いました。３つのコースに分かれたごみ拾

い班は、道路周辺に捨てられている空き缶や空き瓶、

ペットボトルなどを回収し、１時間半ほどでごみ袋２０

個分と大量なものになりました。

　初めてボランティア活動を終えた１年の荒木英美梨

さんは「地域の方に喜ばれる活動が出来た。もっとき

れいな町にしたい」と話してくれました。また、駅前

の町民の方からは「毎年、清掃活動をやってくれるの

で大変有難いです」と感謝の声をいただきました。

◆校歌・応援歌練習（４月26日(火)～28日(木)）
　この校歌・応援歌練習は、真校生としての自覚と誇りを持ち、志気を高めることを目的に毎年行

っています。今年は入学したばかりの１年生に早く覚えてもらうため、応援団が作成した校歌・応

援歌・応援団歌の動画を見てもらい、教室に歌詞を掲示しました。練習はコロナ感染防止のために

マスクを着用し、間隔を大きく取って行いました。初日は１年生にとって初めての練習だったので、

先輩方の迫力に圧倒されたのか、なかなか

大きな声を出せませんでしたが、最終日の

３日目に体育館から場所を移した桜満開の

グラウンドでは大きな声を出せるようにな

っていました。応援団長の長沼樹良さんは

「歌詞をしっかり覚え、返事も大きい声で

出来るともっと良くなります。何事も全力

で取り組むことの大切さを感じてほしい」

と話してくれました。


